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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第85期

第１四半期連結
累計期間

第86期
第１四半期連結
累計期間

第85期

会計期間

自 平成23年
４月１日

至 平成23年
６月30日

自 平成24年
４月１日

至 平成24年
６月30日

自 平成23年
４月１日

至 平成24年
３月31日

売上高（百万円） 29,700 33,862 125,205

経常利益（百万円） 2,321 980 10,677

四半期(当期)純利益（百万円） 1,247 1,071 4,432

四半期包括利益又は包括利益

（百万円）
3,247 2,736 △144

純資産額（百万円） 58,465 55,605 53,399

総資産額（百万円） 100,114 115,662 110,448

１株当たり四半期(当期)純利益金額（円） 39.98 34.36 142.08

潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）

純利益金額（円）
－ － －

自己資本比率（％） 48.81 41.80 41.95

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等（消費税及び地方消費税をいう。以下同じ。）が含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

　

２【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社及び当社の関係会社が営む事業の内容について、重要な変更はありませ

ん。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。また、前事業年度の有価証券報

告書に記載した事業等のリスクについて、重要な変更はありません。

　

２【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

当第１四半期連結累計期間の財政状態、経営成績の分析は、次のとおりであります。

なお、本項に記載した予想、見込み、方針等の将来に関する事項は、当第１四半期連結会計期間の末日現在において

当社グループ（当社及び連結子会社、以下同じ）が判断したものであります。

　

(1) 業績の状況

当第１四半期連結累計期間における当社グループを取り巻く経済情勢は、米国において緩やかな景気回復が続い

たものの、欧州の財政不安が未だ解消せず、中国及びその他の新興国でも経済成長の減速傾向が見られました。国内

では、長引くデフレ、円高及び株価低迷等の懸念材料も加わり、景気の先行きは依然として不透明な状況が続きまし

た。

このような環境の中、当第１四半期連結累計期間における連結売上高は33,862百万円（前年同期比14.0％増）、

営業損益は632百万円の営業利益（前年同期比74.7％減）となりました。

セグメント別の状況につきまして、日本では、主要販売先の増産に伴う販売増により、売上高は9,576百万円（前

年同期比82.1％増）となり、セグメント損益は1,026百万円の利益（前年同期は338百万円の損失）となりました。

北米地域は、主要販売先の増産に伴う四輪車用製品の販売が増加したこと等により、売上高は7,201百万円（前年

同期比28.6％増）となり、セグメント損益は260百万円の利益（前年同期比275.2％増）となりました。

欧州地域は、四輪車用製品の販売が減少したこと等により、売上高は1,548百万円（前年同期比13.2％減）となり

ましたが、セグメント損益は減価償却費の減少等により256百万円の利益（前年同期比12.1％増）となりました。

アジア地域は、四輪車用製品の販売が減少したこと及び為替変動の影響等により、売上高は10,815百万円（前年

同期比7.0％減）となり、セグメント損益は昨年の洪水被害に関連した代替生産のため多額のコストが発生したこ

と等により、1,308百万円の損失（前年同期は1,752百万円の利益）となりました。

南米地域は、二輪車用製品の販売が減少したこと等により、売上高は4,721百万円（前年同期比13.2％減）とな

り、セグメント損益は528百万円の利益（前年同期比30.9％減）となりました。

連結経常利益は980百万円（前年同期比57.8％減）となり、四半期純利益は1,071百万円（前年同期比14.1％減）

となりました。

　

(2) 財政状態の分析

当第１四半期連結会計期間末の総資産は、前期末に比べて5,213百万円増加し、115,662百万円となりました。

流動資産は、前期末に比べて1,497百万円増加し、47,860百万円となりました。主な要因は、受取手形及び売掛金の

増加822百万円等によるものです。

固定資産は、前期末に比べて3,716百万円増加し、67,801百万円となりました。主な要因は、有形固定資産の増加

3,812百万円等によるものです。

負債は、前期末に比べて3,007百万円増加し、60,056百万円となりました。主な要因は、短期借入金の増加2,500百

万円等によるものです。

少数株主持分を含めた純資産は、前期末に比べて2,206百万円増加し、55,605百万円となりました。主な要因は、為

替換算調整勘定の増加1,836百万円等によるものです。

　

(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

　

(4) 研究開発活動

当第１四半期連結累計期間における当社グループの研究開発活動の金額は、403百万円であります。

なお、当第１四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

　

(5) 生産、受注及び販売の実績

当第１四半期連結累計期間において、日本セグメント及び北米セグメントの生産、受注及び販売の実績が前年同

期に比べて著しく変動いたしました。その内容については、「(1)業績の状況」をご覧下さい。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 70,000,000

計 70,000,000

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末現在発行数

（株）
（平成24年６月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成24年８月10日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 31,200,000 31,200,000

東京証券取引所

名古屋証券取引所

各市場第一部

単元株式数

100株　

計 31,200,000 31,200,000 － －

　

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金増減額
（百万円） 

資本金残高
 （百万円）

資本準備金
増減額

 （百万円）

資本準備金
残高

 （百万円）

平成24年４月１日～

平成24年６月30日
－ 31,200,000 － 2,973 － 2,714

（６）【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、

記載することができないことから、直前の基準日（平成24年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしてお

ります。

　

①【発行済株式】

 平成24年６月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式        5,100 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式   31,189,900 311,899 －

単元未満株式 普通株式        5,000 － １単元（100株）未満の株式

発行済株式総数 31,200,000 － －

総株主の議決権 － 311,899 －

　

②【自己株式等】

 平成24年６月30日現在

所有者の氏名又
は名称

所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

武蔵精密工業株式

会社

愛知県豊橋市植田町

字大膳39番地の５
5,100 － 5,100 0.02

計 － 5,100 － 5,100 0.02

　

２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（平成24年４月１日から平成

24年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成24年４月１日から平成24年６月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成24年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 8,840 7,088

受取手形及び売掛金 14,612 15,435

商品及び製品 3,263 3,322

仕掛品 3,776 3,899

原材料及び貯蔵品 8,260 9,119

繰延税金資産 1,316 1,326

その他 6,294 7,670

貸倒引当金 △1 △2

流動資産合計 46,363 47,860

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 21,825 22,684

減価償却累計額 △11,339 △11,850

建物及び構築物（純額） 10,486 10,833

機械装置及び運搬具 112,475 120,098

減価償却累計額 △88,240 △94,038

減損損失累計額 △116 △112

機械装置及び運搬具（純額） 24,117 25,947

工具、器具及び備品 5,869 6,183

減価償却累計額 △4,886 △5,164

工具、器具及び備品（純額） 983 1,019

土地 3,698 3,685

建設仮勘定 11,657 13,269

有形固定資産合計 50,942 54,754

無形固定資産

ソフトウエア 223 226

その他 29 29

無形固定資産合計 252 256

投資その他の資産

投資有価証券 5,612 5,063

出資金 2,451 2,445

長期貸付金 34 30

繰延税金資産 2,610 3,006

その他 2,232 2,295

貸倒引当金 △50 △51

投資その他の資産合計 12,889 12,790

固定資産合計 64,085 67,801

資産合計 110,448 115,662
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成24年６月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 ※2
 8,626

※2
 8,881

短期借入金 12,475 14,975

1年内返済予定の長期借入金 2,162 2,539

1年内償還予定の社債 1,225 1,225

未払金 8,807 9,246

未払費用 8,083 8,062

未払法人税等 435 880

繰延税金負債 10 6

賞与引当金 1,348 867

役員賞与引当金 66 35

製品補償引当金 291 292

その他 ※2
 1,262

※2
 1,340

流動負債合計 44,795 48,353

固定負債

社債 1,850 1,550

長期借入金 8,164 8,227

繰延税金負債 84 122

退職給付引当金 1,266 1,215

その他 888 587

固定負債合計 12,254 11,702

負債合計 57,049 60,056

純資産の部

株主資本

資本金 2,973 2,973

資本剰余金 2,714 2,714

利益剰余金 51,609 52,150

自己株式 △6 △6

株主資本合計 57,290 57,832

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 2,065 1,702

為替換算調整勘定 △13,026 △11,190

その他の包括利益累計額合計 △10,961 △9,487

少数株主持分 7,069 7,260

純資産合計 53,399 55,605

負債純資産合計 110,448 115,662
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年６月30日)

売上高 29,700 33,862

売上原価 24,704 30,337

売上総利益 4,996 3,524

販売費及び一般管理費 2,494 2,892

営業利益 2,501 632

営業外収益

受取利息 71 93

受取配当金 33 22

為替差益 － 316

その他 86 100

営業外収益合計 191 533

営業外費用

支払利息 118 122

固定資産除却損 4 20

為替差損 199 －

その他 48 43

営業外費用合計 371 185

経常利益 2,321 980

特別利益

固定資産売却益 2 36

受取保険金 － ※1
 1,690

特別利益合計 2 1,727

特別損失

固定資産売却損 － 2

固定資産除却損 2 0

災害による損失 ※2
 252

※2
 937

訴訟関連損失 － ※3
 58

賞与引当金繰入額 127 －

特別損失合計 382 998

税金等調整前四半期純利益 1,941 1,709

法人税等 254 1,008

少数株主損益調整前四半期純利益 1,687 701

少数株主利益又は少数株主損失（△） 439 △370

四半期純利益 1,247 1,071

EDINET提出書類

武蔵精密工業株式会社(E02237)

四半期報告書

10/18



【四半期連結包括利益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年６月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 1,687 701

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △36 △362

為替換算調整勘定 1,597 2,398

その他の包括利益合計 1,560 2,035

四半期包括利益 3,247 2,736

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 2,548 2,545

少数株主に係る四半期包括利益 698 191
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【継続企業の前提に関する事項】

該当事項はありません。

　

【連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更】

該当事項はありません。

　

【会計方針の変更等】

当第１四半期連結累計期間
（自  平成24年４月１日
至  平成24年６月30日）

（会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更）

当社及び国内連結子会社は、法人税法の改正に伴い、当第１四半期連結会計期間より、平成24年４月１日以後に取得し

た有形固定資産については、改正後の法人税法に基づく減価償却の方法に変更しております。

これによる損益に与える影響は軽微であります。

　

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

 
当第１四半期連結累計期間
（自  平成24年４月１日
至  平成24年６月30日）

税金費用の計算 当社及び国内連結子会社は、当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適

用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算

する方法によっております。

ただし、当該見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果とな

る場合には、法定実効税率を使用する方法によっております。

 

【追加情報】

該当事項はありません。
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

１．偶発債務

前連結会計年度（平成24年３月31日）

①  ブラジル国の連結子会社であるムサシドブラジル・リミターダにおいて、連邦歳入庁よりＰＩＳ（社

会統合基金）及びＣＯＦＩＮＳ（社会保険融資負担金）に関し、日本円換算1,564百万円（34百万レア

ル）の納付請求がなされましたが、本件については、マナウス・フリー・トレード・ゾーンへの売上に対

する課税であり、当社グループとしてはこれを不服とし、異議申し立て中であります。

②  カナダ国の連結子会社であるムサシオートパーツカナダ・インコーポレーテッドは、平成23年12月21

日付でカナダ税務当局より、関係会社間のロイヤリティ取引価格等に関し、更正通知を受け取っておりま

す（6百万カナダドル、当連結会計年度末レートでの円換算額502百万円）。 カナダ税務当局の指摘はロイ

ヤリティ全額につき損金性を認めない等著しく合理性を欠く見解であることから、カナダ税務当局に異議

申立書を提出し平成24年２月29日付で受理されております。また、平成24年５月11日に国税庁に対し二重

課税防止の観点から租税条約に基づく相互協議申立書を提出しております。

当第１四半期連結会計期間（平成24年６月30日）

①  ブラジル国の連結子会社であるムサシドブラジル・リミターダにおいて、連邦歳入庁よりＰＩＳ（社

会統合基金）及びＣＯＦＩＮＳ（社会保険融資負担金）に関し、日本円換算1,370百万円（34百万レア

ル）の納付請求がなされましたが、本件については、マナウス・フリー・トレード・ゾーンへの売上に対

する課税であり、当社グループとしてはこれを不服とし、異議申し立て中であります。

②  カナダ国の連結子会社であるムサシオートパーツカナダ・インコーポレーテッドは、平成23年12月21

日付でカナダ税務当局より、関係会社間のロイヤリティ取引価格等に関し、更正通知を受け取っておりま

す（6百万カナダドル、当第１四半期連結会計期間末レートでの円換算額467百万円）。 カナダ税務当局の

指摘はロイヤリティ全額につき損金性を認めない等著しく合理性を欠く見解であることから、カナダ税務

当局に異議申立書を提出し平成24年２月29日付で受理されております。また、平成24年５月11日に国税庁

に対し二重課税防止の観点から租税条約に基づく相互協議申立書を提出しております。

　

※２．期末日満期手形

  期末日満期手形の会計処理については、期末日に決済が行われたものとして処理しております。

  なお、当第１四半期連結会計期間の末日が金融機関の休日であったため、次の期末日満期手形を満期日

に決済が行われたものとして処理しております。

 
前連結会計年度

（平成24年３月31日）

当第１四半期連結会計期間

（平成24年６月30日）

支払手形 166百万円 419百万円

設備支払手形（流動負債その他） 4 25

　

（四半期連結損益計算書関係）

※１．受取保険金

当第１四半期連結累計期間（自  平成24年４月１日  至  平成24年６月30日）

  連結子会社であるムサシオートパーツカンパニー・リミテッドにおけるタイの洪水に係る保険金請求

額のうち、受取額が確定した部分を計上しております。

　

※２．災害による損失

前第１四半期連結累計期間（自  平成23年４月１日  至  平成23年６月30日）

  災害による損失は、東日本大震災に起因した操業休止期間中の固定費であります。

当第１四半期連結累計期間（自  平成24年４月１日  至  平成24年６月30日）

  タイで発生した洪水に係る損失であり、連結子会社であるムサシオートパーツカンパニー・リミテッド

における被災資産の原状回復費用等であります。

　

※３．訴訟関連損失

当第１四半期連結累計期間（自  平成24年４月１日  至  平成24年６月30日）

  ムサシドブラジル・リミターダのマナウス向けの売上に関する工業税に係る減免に関し、減免が受けら

れなかったことに伴い計上したものです。

　

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半

期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）は次のとおりであります。
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前第１四半期連結累計期間
（自  平成23年４月１日
至  平成23年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自  平成24年４月１日
至  平成24年６月30日）

減価償却費 2,251百万円 2,702百万円

　

（株主資本等関係）

Ⅰ  前第１四半期連結累計期間（自  平成23年４月１日  至  平成23年６月30日）

１．配当に関する事項

配当金支払額

  
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年６月23日

定時株主総会
普通株式 467 15 平成23年３月31日平成23年６月24日利益剰余金 

　

２．株主資本の金額の著しい変動に関する事項

該当事項はありません。

 

Ⅱ  当第１四半期連結累計期間（自  平成24年４月１日  至  平成24年６月30日）

１．配当に関する事項

配当金支払額

  
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年６月22日

定時株主総会
普通株式 530 17 平成24年３月31日平成24年６月25日利益剰余金

　

２．株主資本の金額の著しい変動に関する事項

該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ  前第１四半期連結累計期間（自 平成23年４月１日  至 平成23年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報
　

 
日本 北米 欧州 アジア 南米 合計

調整額

(注１)

四半期連結損

益計算書計上

額（注２）

（百万円） （百万円） （百万円） （百万円） （百万円） （百万円） （百万円） （百万円）

 売上高         

外部顧客への売上高 5,2585,6001,78011,6235,43729,700 － 29,700

セグメント間の内部売

上高又は振替高
4,311 14 4 210 0 4,542△4,542 －

計 9,5695,6141,78511,8345,43834,242△4,542 29,700

 セグメント利益又は損失

（△）
△338 69 229 1,752 763 2,476 24 2,501

（注）１．セグメント利益又は損失（△）の調整額24百万円は、セグメント間取引消去であります。

２．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

 

Ⅱ  当第１四半期連結累計期間（自 平成24年４月１日  至 平成24年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報
　

 
日本 北米 欧州 アジア 南米 合計

調整額

(注１)

四半期連結損

益計算書計上

額（注２）

（百万円） （百万円） （百万円） （百万円） （百万円） （百万円） （百万円） （百万円）

 売上高         

外部顧客への売上高 9,5767,2011,54810,8154,72133,862 － 33,862

セグメント間の内部売

上高又は振替高
7,541 21 0 522 15 8,101△8,101 －

計 17,1177,2221,54811,3384,73741,964△8,101 33,862

 セグメント利益又は損失

（△）
1,026 260 256△1,308 528 763 △131 632

（注）１．セグメント利益又は損失（△）の調整額△131百万円は、セグメント間取引消去であります。

２．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントの変更等に関する事項

会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更に記載のとおり、当社及び国内連結子

会社は、法人税法の改正に伴い、当第１四半期連結会計期間より、平成24年４月１日以後に取得した有形

固定資産については、改正後の法人税法に基づく減価償却の方法に変更したため、報告セグメントの減

価償却の方法を改正後の法人税法に基づく方法に変更しております。

当該変更によるセグメント利益又は損失に与える影響は軽微であります。

 

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自  平成23年４月１日
至  平成23年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自  平成24年４月１日
至  平成24年６月30日）

１株当たり四半期純利益金額 39円98銭 34円36銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額（百万円） 1,247 1,071

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（百万円） 1,247 1,071

普通株式の期中平均株式数（株） 31,194,920 31,194,896

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

  

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

 

２【その他】

該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成24年８月10日

武蔵精密工業株式会社

取締役会  御中

新日本有限責任監査法人

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 田宮  紳司    印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 矢定  俊博    印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 加藤  敦貞    印

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている武蔵精密工業株式

会社の平成24年４月１日から平成25年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成24年４月１日から

平成24年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成24年４月１日から平成24年６月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半

期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、

分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、武蔵精密工業株式会社及び連結子会社の平成24年６月30日現在の財政

状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべて

の重要な点において認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上

 

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社が別途保管

しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれておりません。
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